
心理学・行動科学を方法論として社会的文脈における人間の心理と行
動のメカニズム（インサイト）の解明とその変容の方法、すなわち能
動的な将来予測である「フォーサイト」を明らかとするための共創的
研究プロジェクトを推進しています。

駅階段仕掛け 健康行動リーフレット

フォーサイトラボとは？？

昨年度の実施事例

• 仕掛け設置で階段利用者59％増加
• 2ヶ月間効果持続

階段利用＋リーフレット
→健康行動実践度向上
不健康行動減少

大阪府が実施している「10歳若返りプロジェクト」―日常生活に支障がない期間「健康寿命」を延ばし、誰もが生涯生き生き
と活動することを目指した取り組み―の一環として、JR千里丘駅東口階段にて階段利用の実証実験に参画しました。

本年度の取り組み

鉄道利用（者）をターゲットユーザとシーンに挙げ、「エス

カレーター利用」「乗車位置」について現状の観察にもとづく問
題設定やその問題を生じさせている心理社会的要因、どのような
方向にどうやって行動を変容させるかを検討しました。
鉄道事業者（ステークホルダー）であるJR西日本テクシアの方

にも協力していただき、実務家の立場からの様々なコメント・ア
ドバイスをいただくと共に意見交換も行い、解決策をブラッシュ
アップして最終報告を行いました。

【メンバー】
〇教員
三浦麻子（教授）平井 啓（准教授）

〇ソニーグループ株式会社・ソニー株式会社
齋藤真里（R&Dセンター）小俣貴宣（R&Dセンター）小松利英（ブランド戦略室）

〇学生（大阪大学人間科学研究科・人間科学部）
＜2021年度＞
上條淳夏（M2) 中野一輝（M2) 川崎悠丘（M1) 櫻井直子（M1) 田辺和奏（B4)
齊藤初音（B4)
＜2022年度＞
大江龍太郎（M1）齊藤初音（M1) 田辺和奏（M1) 安井 優馬（B3）大西実乃里（B3）
中西柚香（B3）坂口桃彩（B3）臼田和哉（B1）上條淳夏（OG）

「駅ホームエスカレーター前の滞留をどうにかしたい！」
「電車内での乗客の密度を平準化して
スムーズな乗り降りを実現する」

毎日新聞・交通新聞・朝日新聞・神戸新聞・City Life Newsに掲載
日本健康心理学会第35回大会で学会発表

JR西日本テクシアさんに見学も
行かせていただきました！
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